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調査日：平成 28 年８月 15 日
配布数：150 枚
回収率：61.3％（92 枚）

　

平
成
��
年
度
白
鷹
町
成
人
式
は
８

月
�5
日
、
町
産
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
７
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
１
６
５
人
で
、
そ
の
内

１
４
６
人
が
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、佐
藤
誠
七
町
長
が「
皆

さ
ん
に
は
若
々
し
い
精
神
と
情
熱
が

あ
る
。
今
日
よ
り
、
一
層
豊
か
な
教

養
と
高
い
情
操
を
育
み
、
平
和
を
愛

す
る
立
派
な
社
会
人
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
新

成
人
を
激
励
。
続
い
て
新
成
人
を
代

表
し
て
、安
部
龍
希
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

が
「
成
人
し
た
こ
と
を
自
覚
し
、
郷

土
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
す
。

そ
し
て
、
社
会
人
と
し
て
立
派
に
生

き
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
今
年
度
３
回
目
と

な
る
白
鷹
学
講
座
と
し
て
、
新
成

人
に
よ
る
リ
サ
イ
タ
ル
＆
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
。
東
京
芸
術
大
学
声

ハタチのキモチ

白鷹町成人式アンケート
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新
わ た し

成人の未
ゆ め

来

丸川賢太郎さん（横田尻）

「ＡＮＡパイロット」

金田耕哉さん（高玉）

「教育で日本を変える」

佐藤涼香さん（高玉）

「オペラ歌手」

新野由佳さん（横田尻）

「白鷹で楽しく生きていく」

安部大寛さん（中山）

「たくさんの赤ちゃんが欲しい」

新野幸恵さん（広野）

「スタイリストになりたい」

湯沢早妃さん（浅立）

「グラフィックデザイナー」

楽
科
の
佐
藤
涼
香
さ
ん
（
高
玉
）
が

美
し
い
歌
声
を
披
露
し
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
パ
ス
ラ
ボ

山
形
ワ
イ
ヴ
ァ
ン
ズ
で
活
躍
す
る
村

上
駿
斗
さ
ん
（
浅
立
）
と
と
も
に
将

来
の
抱
負
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
大
相
撲
力
士
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
〝
白
鷹
山
〟
こ
と
齋

藤
亨
将
さ
ん
（
鮎
貝
）
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
流
れ
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
は
仲
間
の
活
躍
に
刺
激
を
受

け
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
〝
ふ
る
さ
と
〟
で

の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
離
れ

て
い
て
も
変
わ
ら
な
い
絆
を
確
か
め

合
っ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
。
次
代
を

担
っ
て
い
く
大
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
、
そ
し
て
故
郷
し
ら
た
か
へ
の

思
い
を
胸
に
、
一
人
ひ
と
り
が
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

※
（　

）
は
出
身
地
区

白鷹町で生まれ育った新
成人の皆さんに、それぞ
れが今、心に抱いている
将来の夢を聞きました。

※ （ 　） は出身地区
　 「　」は将来の夢

― My dream ―

いいえ

８％

新成人の皆さんが生まれた年
（平成７年度）の主なできごと
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ŠଐஜƷưƖƝƱ

࠰Ჱ

５உ ᒔᒍᨺ৲ƕٻȪーǰȇȓȥー
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１உ
ǹȚーǹǷȣȈȫžǨンȇȐーſ
ƴᒉဋήɟܬܢᘍٟƕʈᑔ

はい
95％

はい
90％

（男 91％ / 女 82％）

既婚

２％

いいえ

５％

●3　　 広報しらたか　2016. ９.12







　７月 19 日から８月 19 日にかけて、各地区コミュニティセンターで開催
されたまちづくり座談会。今年は、合計 314 人の方にご参加をいただきま
した。まちづくりに関する大切なご意見ありがとうございました。
　皆さんからいただいたご質問・ご意見について主なものをお知らせします。

ڦ
」
ྜ

タ
ᩚ
ഛ

ࡘ
࠸
࡚

Ｑ
．町
民
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
．
基
本
設
計
時
の
総
事
業
費
は

��
・
２
億
円
、
実
質
負
担
額
は

�0
・
２
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

実
施
設
計
に
お
い
て
事
業
費
の
縮

減
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
公

共
施
設
整
備
基
金
の
活
用
を
図
り

（
現
在
高
８
・
５
億
円
）、
可
能
な

限
り
町
財
政
へ
の
負
担
を
減
ら
す

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

町
民
税
等
の
改
正（
税
の
負
担
増
）

を
行
う
こ
と
は
な
く
、
他
の
事
業

や
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
に
町
政
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
．
複
合
施
設
整
備
の
過
程
で
、

仮
庁
舎
を
利
用
す
る
こ
と
は
な
い

の
か
。

Ａ
．
設
計
業
者
選
定
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
時
点
か
ら
、
整
備
事
業
費
の

縮
減
を
念
頭
に
入
れ
て
お
り
、
既

存
の
施
設
を
活
用
し
、
新
た
に
仮

庁
舎
を
準
備
し
な
い
で
整
備
を
進

め
、
完
成
後
に
引
っ
越
し
を
行
う

予
定
で
す
。
な
お
、
建
設
水
道
課

は
一
時
的
に
現
在
の
西
置
賜
行
政

組
合
白
鷹
分
署
を
使
用
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
南
陽
市
民
会
館
は
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
木
造

施
設
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴

や
売
り
が
あ
る
の
か
。

Ａ
．
一
番
の
売
り
は
、
町
産
材
を

使
う
こ
と
で
す
。
町
内
の
杉
を
伐

採
し
、
無
垢
材
を
町
内
で
製
材
し

て
、
木
造
在
来
軸
組
み
工
法
を
基

礎
と
し
、
地
元
の
建
設
会
社
で
も

建
築
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
な

施
設
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
今
後
の
中

規
模
公
共
施
設
整
備
の
モ
デ
ル
と

な
る
と
と
も
に
、
町
内
の
林
業
・

木
材
産
業
の
再
生
・
振
興
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
使

い
や
す
い
施
設
を
目
指
し
、
図
書

館
を
１
階
に
設
置
し
、
蔵
書
も
現

在
の
５
万
冊
か
ら
７
万
冊
ま
で
収

容
可
能
と
す
る
こ
と
や
、
２
０
０

人
規
模
の
会
議
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
が
集
ま

れ
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
図
書
館
の
広
さ
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
の
か
（
狭
く
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
）。

Ａ
．
面
積
に
つ
い
て
は
、
平
成
��

年
度
に
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た

報
告
書
を
参
考
に
、
昨
年
の
町
民

会
議
で
も
議
論
い
た
だ
き
ま
し

た
。昨
今
は
活
字
離
れ
が
叫
ば
れ
、

ま
た
本
町
に
は
書
店
が
無
い
と
い

う
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を

含
め
た
町
民
の
方
々
に
で
き
る
だ

け
本
を
手
に
取
る
機
会
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ڦ
ᯘ
ᴗ

⯆

ࡘ
࠸
࡚

Ｑ
．
森
林
伐
採
後
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

Ａ
．
再
造
林
を
森
林
所
有
者
の
負

担
の
み
で
行
う
の
は
、
す
で
に
限

界
に
達
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
「
緑
の
循

まちづくり座談会

●6　　 広報しらたか　2016. ９.12



　掲載した内容のほかにも、防犯、防災、観光 PR、婚活、
少子化対策、福祉、耕作放棄地問題など、幅広い分野
にわたって意見交換を行いました。いただいたご意見
をまとめたものを、企画政策課情報係及び各地区コ
ミュニティセンターに設置しますので、ご覧ください。
また、町のホームページでもご覧いただけます。

る
経
費
負
担
が
実
質
ゼ
ロ
に
な
り

ま
す
。
森
林
経
営
計
画
は
森
林
組

合
等
に
委
託
し
て
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ڦ
⛣
ఫ
ಁ
㐍

ࡘ
࠸
࡚

Ｑ
．
移
住
希
望
者
へ
の
支
援
・
対

策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
Ａ
．
町
で
は
、
移
住
交
流
の
拡
大

を
目
的
に
関
係
団
体
等
と
「
白
鷹

町
ふ
る
さ
と
移
住
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
東
京
都
内
に
あ
る
白
鷹
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
連
携
し
、
主

に
首
都
圏
で
の
移
住
相
談
会
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
※
）

で
の
情
報
発
信
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
中
で
は
『
空
き
家
』
情
報
を

提
供
し
、
移
住
希
望
者
の
住
居
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
住
宅
助
成
や
新
規
就
農

者
向
け
支
援
な
ど
の
施
策
を
有
効

に
活
用
し
て
、
移
住
希
望
者
の
願

い
が
叶
え
ら
れ
る
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
移
住
者
の
増
加
に
よ

る
人
口
減
少
対
策
、
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ڦ
✵
ࡁ
ᐙ
ᑐ
⟇

ࡘ
࠸
࡚

Ｑ
．
空
家
等
対
策
協
議
会
事
業
の

進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
．
平
成
��
年
に
「
空
き
家
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
、
権
利
者
情
報
の
調

査
や
空
き
家
へ
の
立
ち
入
り
調

査
、
行
政
指
導
、
行
政
代
執
行
な

ど
の
手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
法
に

基
づ
く
対
策
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
空
き
家
実
態
調
査
の
実
施

と
対
策
事
業
の
協
議
な
ど
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
空
家
等
対

策
協
議
会
を
８
月
に
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
中

に
具
体
的
な
施
策
や
方
向
性
な
ど

を
示
す
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
空

き
家
の
利
活
用
の
促
進
に
つ
き
ま

し
て
も
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
を
中
心
に
し
て
空

き
家
減
少
に
向
け
た
取
り
組
み
も

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
倒
壊
寸
前
の
危
険
な
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
早
急
な
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

Ａ
．
空
き
家
は
所
有
者
自
ら
の
管

理
が
原
則
と
な
る
た
め
、
法
的
な

措
置
の
前
に
、
適
切
な
管
理
を
依

頼
す
る
旨
の
文
書
を
所
有
者
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
に
基

づ
く
体
制
整
備
等
を
早
急
に
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
持
ち
主
が
不
明
な
物
件
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ

て
い
く
予
定
な
の
か
。

Ａ
．
法
律
の
中
で
、
税
情
報
を
利

用
し
て
所
有
者
情
報
の
確
認
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
所
有
者

が
不
明
な
場
合
で
も
随
時
情
報
提

供
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【問い合わせ】企画政策課情報係　☎８５- ６１２１

（
※
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
略
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・
支
援
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の 

　
　
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
。「HCEGDQQM

」（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
や
、「6YKVVGT

」（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
な
ど
が
有
名
。

環
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
後
押
し

す
る
た
め
、「
町
森
林
再
生
基
金
」

を
造
成
し
、「
再
造
林
支
援
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
一
定
の
ま
と

ま
っ
た
地
域
内
で
森
林
経
営
計
画

を
つ
く
り
、
県
の
事
業
を
受
け
て

再
造
林
を
行
っ
た
場
合
に
、
こ
の

事
業
を
活
用
す
れ
ば
再
造
林
に
係
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白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
２

「
田
勢
康
弘
氏   

講
演
会
」
を
開
催

　
平
成
��
年
度
の
第
２
回
目
の

白
鷹
学
講
座
は
８
月
３
日
、
町

産
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
あ
り
、
町
観
光
交
流
大
使

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
田

勢
康
弘
氏
が
「
白
鷹
人
（
び
と
）

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

白
鷹
中
校

歌
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」
と

題
し
て
講
演
。
初
め
に
、
田
勢

さ
ん
に
よ
っ
て
作
詞
さ
れ
た
白

鷹
中
学
校
校
歌
「
友
よ
」
が
、

町
の
風
景
と
中
学
生
の
活
動
写

真
と
と
も
に
流
さ
れ
る
と
、
会

場
に
集
ま
っ
た
約
１
０
０
人
の

参
加
者
は
静
か
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
荒
砥
中
学
校

時
代
の
自
分
を
思
い
出
し
な
が

ら
詞
を
書
い
た
こ
と
や
、
英
語

の
フ
レ
ー
ズ
を
入
れ
た
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
校
歌
制
作
の
裏
側

に
政
治
・
経
済
の
話
を
交
え
、

白
鷹
町
の
若
者
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
語
ら
れ
た
田
勢
さ
ん
。

最
後
に
「
白
鷹
町
民
が
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

まちのニュース

心
ひ
と
つ
に
平
和
を
祈
る
―
―

白
鷹
町
平
和
記
念
事
業

　

終
戦
記
念
日
の
８
月
�5
日
、

役
場
庁
舎
前
の
平
和
都
市
宣
言

碑
前
に
お
い
て
白
鷹
町
平
和
記

念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
関
係
者
な
ど

約
１
０
０
人
が
出
席
。
黙
と
う

に
続
き
、
新
成
人
代
表
の
新
野

悠
人
さ
ん
（
広
野
）
と
新
野
由

佳
さ
ん
（
横
田
尻
）
に
よ
り
平

和
都
市
宣
言
が
朗
読
さ
れ
、
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
献
花
・

折
鶴
献
呈
と
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
今
な
お
世
界
各

地
で
続
く
争
い
が
な
く
な
る
よ

う
に
と
、
町
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る
平
和
へ
の
賛
歌
が
歌
わ

れ
、
出
席
者
一
人
ひ
と
り
が
平

和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

８
月
�4
日
、
県
産
紅
花
加
工

品
の
収
納
検
査
が
山
形
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
紅
花
加
工
品
で
あ

る
「
紅
餅
」
と
「
乱
花
」、「
す

り
花
」
の
品
質
を
出
荷
前
に
検

査
す
る
も
の
。
町
か
ら
は
、
県

産
紅
花
生
産
組
合
連
合
会
（
大

内
理
加
会
長
）
に
所
属
す
る
紅

花
生
産
者
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、

そ
ろ
い
の
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
、

「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く

る
町
」
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
エ
プ

ロ
ン
と
手
ぬ
ぐ
い
姿
で
出
席
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
紅
花
生
産
量
は
、
県

全
体
で
２
７
４
㌔
。
そ
の
内
、

白
鷹
町
は
紅
餅
１
２
９
・
１
５

㌔
、
乱
花
4�
・
９
５
㌔
、
す
り

日
本
の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る
町

今
年
も
紅
花
生
産
日
本
一

い
ろ
い
ろ
と
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座

（
パ
ー
ト
４
）
は
、
筑
波

大
学
名
誉
教
授
の
門
脇
厚

司
氏
を
講
師
に
迎
え
、
��

月
�6
日
に
町
産
業
セ
ン

タ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。

※
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
３

　

は
、
８
月
�5
日
に
成
人

　

式
に
合
わ
せ
て
開
催
さ

　

れ
ま
し
た
。（
２
～
３
頁

　

に
関
連
記
事
）

現
代
の
若
者
と
社
会
に
対
し
て
、
熱
の
こ

も
っ
た
話
を
す
る
田
勢
康
弘
さ
ん

花
２
・
６
㌔
、
計
１
７
９
・
７

㌔
を
収
め
、
県
全
体
の
約
６

割
り
を
占
め
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を

つ
く
る
町
」
は
、
今
年
も
紅

花
生
産
日
本
一
で
す
。　

ኗƷ౨௹ǛᘍƏႉᰛ町Ʒ

ኗᑶ生ငᎍƷႏƞǜ
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暑
い
日
差
し
が
降
り
注
い
だ

８
月
７
日
、
第
��
回
蔵
王
坊
平

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

兼
第
��
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会
及
び
第
4�
回
蔵
王

坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

が
、
上
山
市
の
蔵
王
坊
平
高
原

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
伝
、
そ
し
て
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
に
出
場
し
た
選
手
�5
人

は
、
約
２
ヶ
月
間
積
み
重
ね
て

き
た
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
。
ラ
イ
バ
ル
に
も
夏
の
暑
さ

に
も
負
け
な
い
力
強
い
走
り

で
、
駅
伝
女
子
の
部
で
は
去
年

の
記
録
を
上
回
る
５
位
入
賞
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

暑
さ
に
負
け
な
い
熱
い
走
り

駅
伝
女
子
チ
ー
ム
が
堂
々
の
５
位
入
賞

男子チーム

 49分59秒（全国30位 /県内29位）

１区（3.0㌔） 遠藤　幸登 白鷹中３年

２区（1.9㌔） 中村　飛和 東根小５年

３区（2.8㌔） 後藤　光雅 白鷹中３年

４区（1.9㌔） 中村　雅楽 鮎貝小４年

５区（2.8㌔） 衣袋　裕晃 白鷹中３年

女子チーム 

51分32秒（全国５位 /県内５位）

１区（3.0㌔） 小林　咲葉 白鷹中３年

２区（1.9㌔） 國谷　美裕 荒砥小６年

３区（2.8㌔） 芳賀彩優花 白鷹中３年

４区（1.9㌔） 中村　咲楽 鮎貝小６年

５区（2.8㌔） 五十嶺　唯 白鷹中３年

 小学生男子1500㍍
菅　　悠悟 蚕桑小５年

馬場　一翔 鮎貝小５年

山口　寛展 荒砥小６年

髙谷　洸瑛 荒砥小５年

小形　武美 東根小４年

 小学生女子1500㍍
金田　七海 蚕桑小６年

上村　　杏 鮎貝小５年

菅　　結愛 鮎貝小４年

齋藤　凛音 荒砥小５年

 中学生女子3000㍍
新野　愛麻 白鷹中３年

吉田　愛果 白鷹中３年

阿部　夏那 白鷹中２年

丸川　和紗 白鷹中１年

藤守　華鈴 白鷹中１年

 中学生男子3000㍍
竹田　悠馬 白鷹中２年

第 11回蔵王坊平全国ジュニア駅伝競走大会

兼第 19回山形県ジュニア駅伝競走大会結果

第 41回蔵王坊平

クロスカントリー大会出場者

　

８
月
６
日
、７
日
の
２
日
間
、

あ
ゆ
ー
む
を
会
場
に
白
鷹
町
産

業
フ
ェ
ア
２
０
１
６
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も

１
日
目
は
午
後
４
時
に
ス
タ
ー

ト
。
日
が
落
ち
始
め
て
涼
し
く

な
る
と
賑
わ
い
も
ピ
ー
ク
に
。

来
場
者
は
、
町
の
企
業
が
一
堂

に
会
し
た
会
場
で
お
い
し
い
も

の
を
味
わ
い
、
さ
な
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
鮮
野
菜
の
朝
市
か

ら
始
ま
っ
た
２
日
目
に
は
、
白

鷹
中
学
校
や
荒
砥
高
校
、
白
鷹

高
等
専
修
学
校
の
生
徒
も
参
加

し
、
町
内
の
企
業
と
と
も
に
夏

の
祭
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、例
年
の「
我

が
家
の
お
宝
展
」に
加
え
て「
白

鷹
の
獅
子
頭
展
」も
同
時
開
催
。

町
内
��
団
体
か
ら
集
ま
っ
た
�4

頭
の
獅
子
頭
が
、
来
場
者
の
興

味
を
引
き
ま
し
た
。

し
ら
た
か
の
産
業
が
大
集
結

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６

１A ᙸʙƳȁーȠȯーǯư５ˮλចǛௐƨしƨᬜˡڡ

ȁーȠųᲬA܇ ᬜˡဏ܇ȁーȠưѬいƷƋǔǹター

ȈǛЏƬƨᢒᕲ࠳ႇᢠ（ɶځ）ų３A ȁーȠƷ܇ڡ

ʞҗ߬ƞǜƸŴǢンǫーư３ʴ৷ƖƷࣛឥǛᙸせƨ

１

Წ

３

１A ᓬƱᮊƷ܇ྊ܇ƕᑈいŴǇƭǓǛႮǓɥƛƨųᲬA 

くƸ܇Ʋǋƨƪƴٻʴൢų３A ６ଐҜࢸᲮŴ᩷ᆰƷɦưင

ಅȕǧǢƕǹターȈųᲮA くƷܼଈᡲǕƳƲƕŴȩǤȈǢȃٶ

ȗƞǕƨ˟ئưٰƷٸƷƻƱƱƖǛಏしǜƩ

１

Წ

３

Ხ
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白鷹町長選挙・白鷹町議会議員補欠選挙
▼  投票できる方

 �� ࠰ � உ �� ଐˌЭƔらࡽƖዓƖႉᰛ町Ʒ˰民

ؕஜӨࠚƴႇƞǕƯいǔ૾ưŴ �� ࠰ �� உ

�� ଐˌЭƴ生ǇǕƨ૾（ �� ബˌɥ）ƕ৲ᅚưƖ

ǇƢŵ

▼  投票にあたっての注意事項
⑴৲ᅚဇኡƷƖ૾（❶ă❷）

❶町ᧈᢠਫƷ৲ᅚǛᘍいǇƢŵ৲ᅚဇኡ（ႉᑥ）ƴ

ųͅᙀᎍ１ʴƷ൞ӸǛƖŴ৲ᅚረƴλǕƯくƩƞ

ųいŵ

❷町ᜭ˟ᜭՃᙀഎᢠਫƷ৲ᅚǛᘍいǇƢŵ৲ᅚဇኡ

ų（᰾ᑥ）ƴͅᙀᎍ１ʴƷ൞ӸǛƖŴ৲ᅚረƴλ

ųǕƯくƩƞいŵ

⑵λئУǛࣔǕƣƴਤӋしƯくƩƞいŵ

ųλئУƸ �� உ �� ଐƴႆᡛʖܭưƢŵǋしλئУ

ųǛኣڂしƨئ合ưǋ৲ᅚƢǔƜƱƸưƖǇƢƷ

ųưŴƦƷئ合Ƹ৲ᅚƷӖ˄ƴƓဎしЈくƩƞいŵ

èλئУƸ � உ �� ଐྵנƷע˰އưႆᘍしǇƢƷưŴ

ų� உ �� ଐˌᨀƴ᠃އƞǕƨ૾ƸŴЭע˰އƷ৲ᅚ

ųư৲ᅚしƯくƩƞいŵ  

▼  代理投票
៲˳Ʒᣃ合ƳƲƴǑǓŴᐯЎư৲ᅚဇኡƴᚡ᠍ưƖ

Ƴい૾ƸŴ৲ᅚƷᎰՃƕஜʴƴˊわƬƯᚡ᠍いƨ

しǇƢŵஜʴƴǑǔဎしЈƕ࣏ᙲưƢƷưŴƝࠎஓ

Ʒ૾Ƹ৲ᅚƷӖ˄ƴƓဎしЈくƩƞいŵ

▼  期日前投票
ųᢠਫƸŴ৲ᅚଐƴ৲ᅚƴƓいƯ৲ᅚƢǔƜƱǛ

ųҾЩƱしƯいǇƢƕŴ৲ᅚଐЭưƋƬƯǋŴ৲ᅚ

ųଐƱӷơǑƏƴ৲ᅚƕưƖǇƢŵ

 ▽日時Ჩ �� உ �� ଐ（൦）᳸ �� ଐ（ם）

ųųųų（ҜЭ８ �� Ў᳸Ҝ８ࢸ）

 ▽場所Ჩɶځπ民１᨞૨ܱ҄፼ܴ

èԓᅆଐƷ፻ଐƳƲưλئУƕފいƯいƳいئ合ưǋ

ųଐЭ৲ᅚƕưƖǇƢƷưŴଐЭ৲ᅚƷӖ˄ƴ

ųƓဎしЈくƩƞいŵ

10月16日  日   は 選挙投票日です。

▼  不在者投票
ಅѦƴࢼʙƢǔƨǊ˂Ʒࠊ町ƴ๛נƞǕƯいǔ૾

ƸŴࢼஹƷɧנᎍ৲ᅚƱӷơǑƏƴ๛ענƷᢠਫሥ

合Ŵئᎍ৲ᅚƕưƖǇƢŵƜƷנՃ˟ƴƓいƯɧۀྸ

ᣁ̝ư৲ᅚဇኡǛᛪ൭しƯƔらƷ৲ᅚƱƳǓŴᣁ̝

ƷࣄࢮƴଐૠƕƔƔǓǇƢƷưŴƓଔǊƴᛪ൭Ʒ

ዓƖǛᘍƬƯくƩƞいŵ

èɧנᎍ৲ᅚƕưƖǔᚨƱしƯਦܭƞǕƯいǔ၏ᨈ

ųሁƴλᨈȷλɶƷ૾ƸŴƦƷئ（ᚨϋ）ưɧ

ųנᎍ৲ᅚƕưƖǇƢƷưŴӲᚨƷᎰՃƴƓဎしЈ

ųくƩƞいŵ

【町内の指定施設】
ႉᰛ町ᇌ၏ᨈŴႉήטŴȞǤǹǫǤɶޛŴƋǏǈƷט

è町ٳƷਦܭᚨƴƭいƯƸŴƓ問い合わせくƩƞいŵ

○郵便等による不在者投票について

៲˳ᨦܹᎍࠚǛƓਤƪưŴഏƴ࢘ƯƸǇǔ૾（い

ƣǕǋᐯƢǔƜƱƕӧᏡƳ૾）Ƹᐯܡư৲ᅚưƖ

ǇƢŵ

ȷɲɦᏃሁƷᨦܹƷᆉࡇƕ１ኢǋしくƸ � ኢ

ȷϋᐥೞᏡƷᨦܹƷᆉࡇƕ �ኢǋしくƸ � ኢ

ȷβ၃ሁƷᨦܹƷᆉࡇƕ �ኢƔら �ኢ

ȷͻ၏ᎍࠚǛƓਤƪưŴɲɦᏃǋしくƸ˳࠴Ʒ

ųᨦܹƷᆉࡇƕཎКၐƔらᇹ �ၐ

ȷϋᐥೞᏡƷᨦܹƷᆉࡇƕཎКၐƔらᇹ �ၐ

ȷʼᜱ̬ᨖඥɥƷᙲʼᜱᎍưᙲʼᜱ �

èᐯܡưžᣁ̝ሁƴǑǔɧנᎍ৲ᅚſǛƢǔƨǊƴƸŴ 

ųᢠਫሥྸۀՃ˟ƕႆᘍƢǔžᣁ̝ሁ৲ᅚᚰଢſƕ

ų࣏ᙲƴƳǓǇƢƷưŴࠎஓƞǕǔ૾ƸƓଔǊƴဎᛪ

ųƷዓƖǛᘍƬƯくƩƞいŵǇƨŴˌЭӕࢽƞǕƨ

ų૾ưǋஊјᨂƕƋǓǇƢƷư࣏ƣƝᄩᛐくƩƞいŵ

【問い合わせ】選挙管理員会事務局　☎８５-６１２０

午前７時～午後８時（黒鴨、針生投票区は午後 7 時まで）

【告示日】10月 11 日（火） 白
鷹
町
の
未
来
を

  
決
め
る
大
切
な
一
票

　
　忘
れ
ず
に
投
票
を
！

選挙へ行こう！

雨 天
決 行
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MACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDENMACHIEKIDEN

町誕生62周年記念
地区対抗駅伝競走大会

区　間　及　び　距　離
区間 走者 距離 コース 通過予想時刻

1 小学生  1.3 役場前～神明町 9 時 30 分
2 一般  4.1 神明町～鮎貝小～森合 9 時 34 分
3 フリー  1.8 森合～赤坂～内町 9 時 46 分
4 小学生  1.3 内町～鮎貝駅前 9 時 52 分

5 女子  1.7 鮎貝駅前～東田尻～蚕桑地区コミュニテ
ィセンター 9 時 56 分

6 フリー  3.9 蚕桑地区コミュニティセンター～蚕桑小
～権現堂～広野 10 時 03 分

7 女子  2.1 広野～旧国道287 ～東根小 10 時 15 分
8 中学生  2.8 東根小～旧国道287 ～役場前 10 時 23 分
9 一般  3.5 役場前～荒砥駅前～国道287 ～下山 10 時 34 分

10 一般  5.0 下山～佐野原～大瀬公民館 10 時 48 分
11 中学生  2.9 大瀬公民館～平田 11 時 05 分
12 フリー  3.6 平田～堀の内～中山公民館 11 時 17 分
13 一般  3.9 中山公民館～一本松～萩野 11 時 31 分
14 フリー  2.7 萩野～宝前町～よつば保育園 11 時 43 分
15 壮年  2.2 よつば保育園～荒砥駅前～役場前 11 時 51 分
Ｇ ゴール 役場前 11 時 58 分

計 42.8

　交通渋滞の緩和と交通安全の確保のため、
役場前～中山中継所（図中　　　部）にて、
トップランナー通過から最終ランナーが通過
するまでの間、チーム関係車両及び応援車両
の通行を厳しく規制します。皆様のご協力を
よろしくお願いします。

【開 会 式】午前８時 30分

【スタート】午前９時 30分

【閉 会 式】昼 12 時 45 分頃

【 問い合わせ】教育委員会生涯スポーツ係　☎８５- ６１４７ 

雨 天
決 行10/9 日
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町からのお知らせ

■
「
固
定
資
産
の
異
動
」 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

子育て支援住宅
入居者募集

▼  期限付入所　̍൪Լの͓ࢠさんがখֶߍをଔ業
　するの̏月 ��までೖډできます。

▼  募集期間　̕月 ��（月）ʙ ��（金）
（をআくࡇॕ）時まで̑ޙޕ　　　　　　

▼  入居者の決定　�0 月上०
˞申込者多の߹はநબによりܾఆします。

▼  入居可能日　�0 月Լ०

▼  申込方法　ฏ成 ��分ݯઘऩථの写し、ॅ
　民ථ౽ຊ、ೖډ༧ఆ者શ員の࠷৽のॴಘ課税ূ
　໌書、ࢢ町ଜ民税ೲ税ূ໌書を४උのう͑、ݐ
　設ਫಓ課ཧまで͓申込Έください。

【問い合わせ】ݐ設ਫಓ課ཧὸ̔̑� ̒̍̐̌

▼  所在地　നୋ町େࣈ҂̓̏̐̍൪地

▼  募集戸数　̍ށ（നୋ町֎ॅࡏの方）

▼  間取り　̡̙̠̎ 	 ৸ࣨ̎෦ʴϦϏンάμΠ
　χンάΩονンʴཋࣨ）

▼  家賃　
000までをැཆする世帯　�5ࢠ̎・ 円
000以上をැཆする世帯　�0ࢠ̏・ 円

▼  敷金　Ոの̏ϲ月分

▼  入居資格　നୋ町以֎に͓ॅまいの方で、࣍の
　݅をຬたす方。
बߍখֶࡏݱさんがࢠ͓、つ夫婦世帯で࣋をࢠ❶
　ֶલであること　（̍人以上。）
❷ެӦॅ๏でఆめるج४に४じ、世帯の月額
　ॴಘの߹ܭが��ສ�000円を͑ないこと。
❸ࣗらがॅډするためにॅを必要としているこ
　と。
。町ଜ税をೲしていないことࢢ❹
❺ྗஂؔ者ではないこと。

子
育
て
す
る
な
ら
コ
コ
が
い
い
！

　

今
年
は
山
形
県
全
域
で
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、
白
鷹
町
で

も
多
く
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
山
形
県
ブ
ナ
豊
凶
調
査
よ

り
、
今
年
は
県
内
全
域
で
ブ
ナ
の
実

が
凶
作
に
な
る
と
い
う
予
測
か
ら
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
人
里
へ
の
出
没
が

増
加
す
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
冬
眠
に
備
え

皮
下
脂
肪
を
蓄
え
る
た
め
に
９
月
か

ら
��
月
に
か
け
て
食
欲
を
高
め
、
ブ

ナ
科
堅
果
類
の
実
を
好
ん
で
食
べ
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
今
年
の
ブ
ナ
の

実
凶
作
に
よ
り
、
例
年
よ
り
も
行
動

域
を
広
げ
、
人
里
に
出
没
し
て
採
食

行
動
を
行
う
個
体
が
増
加
す
る
と
み

ら
れ
ま
す
。

劥
ཧ
⪃
劦

ࠉ

ᒣ
ᙧ
┴
ࣈ
ࢼ
㇏
ป
ㄪ
ᰝ

ࠉ

h
t
t
p
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/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
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y
a
m
a
g
a
t
a
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ࠉ

j
p
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o
u
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k
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k
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o
e
n
e
r
g
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0
5
3
0
0
1
/

ࠉ

j
o
h
o
/
b
u
n
a
h
o
u
k
y
o
u
.
h
t
m
l

　

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

　

ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
キ
ノ
コ

狩
り
や
芋
煮
会
等
、
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
山
や
森
で
ク

マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に
も
、
次
の
こ

と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ձ
ᒣ
ࡸ
ᯘ

ධ
ࡿ

ࡁ
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劣
༢
⊂
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⾜
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࠸
劤

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課
森
林
整
備
係

☎
�5

－

６
１
２
５

総
務
課
防
災
管
財
係

☎
�5

－

６
１
２
２

■ 

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

寝室１

寝室２

ＬＤＫ

玄関
浴室

ＷＣ

洗面
脱衣所

物置

ポーチ

サービスヤード

サンデッキ 《間取り図》
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町からのお知らせ

　

土
地
の
異
動
や
家
屋
の
新
築
、
増

改
築
、
取
り
壊
し
な
ど
に
つ
い
て
は

税
務
出
納
課
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
調
査
漏
れ
を
な
く
す
た
め
、

次
の
よ
う
な
固
定
資
産
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
５
月
��
日
に
送
付
の

納
税
通
知
書
に
同
封
い
た
し
ま
し
た

「
所
有
建
物
確
認
の
お
願
い
」
の
ハ

ガ
キ
に
記
入
し
投
函
い
た
だ
く
か
、

電
話
な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
土
地
に
つ
い
て

　

土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が
変

　

わ
っ
た
と
き

※
田
畑
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅
地

　

や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に
し
た

　

場
合
な
ど

●
家
屋
に
つ
い
て

　

家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ
た

　

と
き

※
建
物
を
新
築
、
増
改
築
し
た
場���

　

合
や
、
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

■
「
固
定
資
産
の
異
動
」 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

住
宅
用
の
新
築
家
屋
に
対
す
る
　
　

　

税
の
軽
減

　

住
宅
用
の
新
築
家
屋
の
床
面
積
が

50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下
の
も
の
は
、

１
２
０
㎡
相
当
分
の
税
額
が
初
年
度
か

ら
�
年
間
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
�
階
以

上
の
中
高
層
耐
火
構
造
住
宅
は
5
年

間
）
�
分
の
�
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
新

　

築
家
屋
は
、
初
年
度
か
ら
５
年
間

（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
３
階
以
上
の
中

　

高
層
耐
火
構
造
住
宅
は
７
年
間
）
�

　

分
の
�
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
都
市
計
画
税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　

改
修
し
た
家
屋
に
対
す
る
税
の
軽
減

　

次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
改
修
は
、

固
定
資
産
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ձ
┬
࢚
ࢿ
ᨵ
ಟ

ղ
ࣂ
ࣜ

ࣇ
ࣜ
勖
ᨵ
ಟ

ճ
⪏
㟈
ᨵ
ಟ

※
対
象
と
な
る
家
屋
の
要
件
や
減
額
措

　

置
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
資
産
税
係　

☎
�5

－

６
１
３
３

￥

　ๅくじの受ୗࣄ業ऩೖをݯࡒとして࣮ࢪしているॅ民のί
ϛϡχςΟ׆ಈのਪਐを的としたʮίϛϡχςΟॿ成ࣄ
業ʯを受けて、܂ࢋ地区ίϛϡχςΟセンターにςンτやં
りたたΈҜࢠ、ϫΠϠϨεϚΠΫなどがඋされました。
උされたඋ品は̓月��に։࠵した、์課ࢠޙどもࣨڭՆ
。されました༺業ʮྲྀしͦうめんʯでさっͦくࣄΈٳ

▼  事業主体　܂ࢋ地区ࡩのཬͮくりਪਐ委員ձ

▼  助 成 額　�50ສ円

▼  事業期間　ฏ成��̒月�5ʙฏ成��̓月�6

▼  事業内容　
ΠーδーΞοϓςンτ�̒ுʗંりたたΈΠε�50٭ʗϙー
タϒϧϫΠϠϨεΞンϓ�̍ʗϫΠϠϨεϚΠΫ（50"）
̎ຊʗϫΠϠϨεϚΠΫ（ύφιχοΫ）̍ຊʗϫΠϠϨ
ενϡーφー�̍ʗಛఆখిྗτϥンγーόー�̑ʗӷ
থςϨϏ�̍جʗϏσΦΧϝϥ�̍ʗޫ器�̏جʗϫΠϠ
ϨεϚΠΫ（タΠϐンܕ）̍

【問い合わせ】اըࡦ課ίϛϡχςΟਪਐ　ὸ���0��0

宝くじの社会貢献広報事業

宝くじの助成金で整備されました

１AǤーǸーǢȃȗȆンȈųᲬAȝータȖ
ȫȯǤȤȬǹǢンȗŴȯǤȤȬǹȞǤǯ
３AཎݱܭᩓщȈȩンǷーȐーųᲮAȯǤ
ȤȬǹȞǤǯ

１

Წ

３

Ხ
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ᗈ 

࿌

全 国 建 設 労 働 組 合 総 連 合

　　

ࠉ

࣎
ࣛ
ࣥ
ࢸ
勋

ά
ື

ࠉ

࠶
ࡾ
ࡀ

࠺
ࡈ
ࡊ
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ

　

８
月
��
日
、長
井
白
鷹
建
設
組
合（
飯

澤
義
一
組
合
長
）
に
よ
る
学
校
施
設
修

繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
町
内
の
小

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
同
組
合

に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
組
合
員
46
人
が
参
加
。
蚕
桑
、

鮎
貝
、
東
根
小
学
校
及
び
白
鷹
中
学
校

に
お
い
て
、
体
育
用
具
小
屋
屋
根
の
塗

装
、
椅
子
座
面
張
替
え
、
旧
資
材
置
き

場
の
整
備
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
土
手

整
備
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全

に
活
動
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ႉᰛɶఄܖƷǰȩǦンȉԗᡀƷםૢͳǛƢǔ

ኵ合ՃƷႏƞǜ

　

９
月
��
～
��
日
の
３
日
間
、
道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公

園
で
開
催
さ
れ
る
「
第
40
回
白
鷹
鮎
ま
つ
り
」
を
前

に
、
し
ら
た
か
旅
先
案
内
人
の
新
し
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
照
井
ひ
ろ

え
さ
ん
（
横
田
尻
）
が
デ
ザ
イ
ン
。
前
面
に
は
、
町

の
特
産
品
で
あ
る
「
も
み
じ
鮎
」
が
跳
ね
る
イ
ラ
ス

ト
、
背
面
に
は
、
か
わ
い
ら
し
い
少
年
が
鮎
を
捕
ま

え
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鮎
ま
つ

り
当
日
は
、
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
案
内
人
の
皆

さ
ん
が
、
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し

で
来
場
者
の
皆
さ
ん
を

歓
迎
し
ま
す
。

　

佐
野
原
地
区
の

歴
史
と
文
化
を
ま

と
め
た
冊
子
「
佐

野
原
物
語
」
が
、
下
山
・

ࠉ

Ṕ
ྐ
ࢆ
ࡓ

ࡾ
ᚋ
ୡ

ࡘ
࡞
ࡄ

ࠉ

బ
㔝
ཎ
≀
ㄒ
ࡀ

ᡂ

ࠉ
ࠉ


ᖺ
ࡢ
⛅
ࡣ

ࠉ
ࠉ

㩗
㹒
ࢩ
勐
ࢶ
࡛
効
࠾
ࡶ
࡚
࡞
ࡋ
劻

佐
野
原
老
人
ク
ラ
ブ
「
亀
鶴
会
」（
吉
田

英
一
会
長
）に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
佐
野
原
地
区
の
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
を
後
世
へ
つ
な
い
で
い
こ
う

と
、
同
会
員
の
皆
さ
ん
が
佐
野
原
の
歴
史

を
掘
り
起
こ
し
、
地
区
内
の
自
然
を
観
察

し
な
が
ら
歩
い
て
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
。
冊
子
は
、
佐
野
原
地
区
の
全
戸

に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
町
図
書
館
に
も
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

野
原
物
語
」
が
、
下
山
・

PICK ★ UP

Ჳஉ �� ଐŴӴဋᒍɟ˟ᧈ（ƔらᲬʴႸ）Ɣ

ら˱Ҿעғǁž˱ҾཋᛖſƕពらǕƨ

り
当
日
は
、
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
案
内
人
の
皆

さ
ん
が
、
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し

しらƨƔᑸ˳᬴ǇƭǓ˟ئƷขעޛғƷƲƔ

ưǋŴέకϋʴƷႏƞǜƕƓࢳƪしƯいǇƢ

ピックアップ情報
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広報直通便

【問い合わせ】
企画政策課情報係
☎８５-６１２１

　

᭱
㏆
劣
ᗇ
⯋
ࡸ
ࡑ
ࡢ

ࡢ

タ
ࡢ
᪂
⠏

ヰ
ࢆ
⪥

ࡋ
ࡲ
ࡍ
劤
ࡑ
ࡇ
࡛
劣
ḟ
ࡢ
㸱
Ⅼ


ࡘ
࠸
࡚
㉁
ၥ
ࡋ
ࡲ
ࡍ
劤

ձ
ࢫ
ࢡ
勖
ࣝ
ࣂ
ࢫ
ࡀ
࡛
ࡁ
ࡓ
࠾

ࡆ
࡛
Ꮮ

ࠉ

ࡣ
ຓ

勂
࡚
࠾
ࡾ
劣
࠶
ࡾ
ࡀ
ࡓ
࠸
ࡢ
࡛

ࠉ

ࡍ
ࡀ
劣
ࡑ
ࡢ
事
ᴗ
⪅
ࡣ

ࡢ
ࡼ
࠺

ࡋ

ࠉ

࡚
Ỵ
ࡲ
勂
ࡓ
ࡢ
࡛
ࡍ

劤

ղ
Ꮫ
ᰯ
ࡢ
⤥
㣗
ࡣ
࡞
ࡐ
Ẹ
㛫

࡞
勂
ࡓ
ࡢ

ࠉ

࡛
ࡍ

劤
ࡲ
ࡓ
劣
事
ᴗ
⪅
ࡣ

ࡢ
ࡼ
࠺

ࠉ


ࡋ
࡚
Ỵ
ࡵ
ࡓ
ࡢ
࡛
ࡍ

劤

ճ
᪂
ࡋ
ࡃ
࡛
ࡁ
ࡿ
」
ྜ

タ
ࡢ
タ
ഛ
ࡸ
ഛ

ࠉ

ရ
ࡣ

ࡢ
ࡼ
࠺

ࡋ
࡚
ᴗ
⪅

Ⓨ
ὀ
ࡍ

ࠉ

ࡿ
ࡢ
࡛
ࡍ

劤

协
༏
ྡ
ᕼ
ᮃ
卐

　

࠾
⟅
࠼
ࡋ
ࡲ
ࡍ

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
の
事
業
者
の

　

選
定
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
遠
距
離
か
ら
小
中
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
の
通
学
手
段
と
し
て
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
�6
年
度
以
前
よ
り
運
行
し
て
い
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住

民
混
乗
路
線
（
荒
砥
中
山
線
・
荒
砥
大
瀬

線
）
の
運
行
を
含
む
た
め
、
㈱
白
鷹
タ
ク

シ
ー
と
㈱
朝
日
観
光
タ
ク
シ
ー
で
構
成
す

る
白
鷹
町
公
共
交
通
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス

組
合
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
��
年
度
の
白
鷹
中
学
校
開

校
、
荒
砥
小
学
校
と
鷹
山
小
学
校
の
統
合

に
合
わ
せ
、
新
た
に
５
台
を
導
入
し
、
新

規
通
学
路
線
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
新

規
の
運
行
業
務
を
委
託
す
る
事
業
者
の
選

定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
に
本
社
ま
た

は
支
社
等
を
置
く
法
人
等
を
応
募
要
件
と

し
て
公
募
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
に
業
者

選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
業
務
実
施
体
制

や
安
全
管
理
体
制
、
社
員
の
研
修
方
法
、

運
行
価
格
等
を
採
点
の
う
え
、
㈱
白
鷹
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
生
徒
の
通
学
に
使
用
す
る
ほ
か
、
課
外

授
業
、
各
種
大
会
参
加
、
部
活
動
の
遠
征

等
の
移
動
手
段
と
し
て
も
使
用
し
て
い
ま

す
。
通
学
時
以
外
の
運
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、
調
整
の
う
え
、
運
行
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

②
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
調
理
等
業
務

　

の
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

　　

学
校
給
食
の
調
理
等
業
務
の
委
託
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇

用
の
創
出
、
地
域
資
源
と
し
て
の
農
産
物

の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
、
地
域
経
済
循
環

の
シ
ス
テ
ム
化
を
目
的
と
し
て
平
成
��
年

度
に
業
務
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
平
成
��

年
度
よ
り
完
全
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
理
等
業
務
の
委
託
事
業
者
の
選

定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
に
本
社
ま
た

は
支
社
等
を
置
く
法
人
等
を
応
募
要
件
と

し
て
公
募
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
給
食

共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
委
員
等
を
含
め

た
業
者
選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
調
理
等

業
務
の
実
績
や
衛
生
管
理
体
制
、
危
機
管

理
体
制
、
従
事
者
の
研
修
方
法
、
委
託
業

務
見
積
額
等
を
採
点
の
う
え
、（
一
財
）
白

鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

受
託
事
業
者
に
は
、
地
産
地
消
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安

全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
】

☎
�5

－

６
１
４
４

③
複
合
施
設
の
設
備
や
備
品
に
つ
い
て

　

新
し
い
建
物
の
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
設
工
事
と
一
体
と
な
っ
た
発
注
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
業
者
を
選
定
し
ま
す
。

　

備
品
の
購
入
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
令
及
び
町
の
規
則
等
に
基
づ
き
契
約
を

締
結
し
ま
す
。
契
約
締
結
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
白

鷹
町
財
務
規
則
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
基

本
的
に
は
入
札
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。　

　

契
約
の
性
質
上
競
争
が
不
可
能
あ
る
い

は
不
利
益
で
あ
る
場
合
や
、
予
定
価
格
が

法
令
・
規
則
に
定
め
ら
れ
た
金
額
を
超
え

な
い
場
合
は
、
例
外
と
し
て
入
札
に
よ
ら

ず
任
意
に
相
手
方
と
契
約
を
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
随
意
契
約
を
行
う
場
合
で
あ

っ
て
も
、
で
き
る
限
り
２
者
以
上
か
ら
見

積
書
を
徴
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ル
ー

ル
に
則
り
発
注
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
企
画
政
策
課
複
合
施
設
整
備
係
】

☎
��

－

０
６
９
１

【
総
務
課
防
災
管
財
係
】

☎
�5

－

６
１
２
２

広 告
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太
い
き
ゅ
う
り
祖
父
が
育
て
た
夏
の
味
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

あ
の
頃
は
太
も
も
チ
ラ
リ
目
の
保
養
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

夕
涼
み
手
に
持
つ
コ
ッ
プ
太
ら
せ
る
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

太
い
杉
熊
野
大
社
歴
史
刻
む
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
五
十
公
野
か
を
る

時
に
ふ
れ
親
は
ず
太
く
愛
の
鞭
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
五
十
公
野
春
己

骨
太
の
政
策
だ
け
ど
肉
が
な
い
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

僕
太
一
名
付
け
し
親
は
何
願
い
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

五
十
路
越
え
ち
ょ
っ
と
太
め
が
魅
力
的
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

太
い
枝
鈴
な
り
に
な
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
　
　
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

太
い
字
で
仲
良
く
せ
よ
と
父
の
筆
　
　
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

太
い
杉
白
鷹
山
の
シ
ン
ボ
ル
だ
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
　
大
滝
健
次
郎
　

三
世
代
「
曾
孫
」
よ
太
い
希
望
を
胸
に
　
　
　
萩
　
野
　
川
部
　
ち
ゑ
　

見
つ
け
残
し
太
っ
た
き
ゅ
う
り
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

太
い
節
老
婆
の
苦
楽
も
の
語
り
　
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

引
き
抜
い
た
太
き
大
根
妻
の
脛
　
　
　
　
　
　
萩
　
野
　
紺
野
　
五
月

よ
り
太
い
人
を
見
つ
け
て
気
が
緩
み
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
佐
藤
　
幸
子

生
き
様
は
太
く
長
く
人
の
た
め
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

陳
太
鼓
静
か
に
ひ
び
く
街
の
空
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
鈴
木
　
ト
ミ

あ
ら
ま
ほ
の
図
太
い
心
臓
羨
し
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

世
に
打
ち
勝
つ
太
い
心
で
生
き
よ
う
　
　
　
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

太
い
足
思
わ
ず
ロ
ン
グ
に
早
が
わ
り
　
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

村
祭
り
な
ぜ
か
淋
し
い
太
鼓
の
音
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

腕
相
撲
親
父
の
威
厳
こ
の
時
と
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

母
と
子
の
絆
は
太
く
海
よ
り
も
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

ふ
る
さ
と
の
太
鼓
で
僕
は
児
に
戻
る
　
　
　
　
箕
和
田
　
樋
口
　
昭
吉
　

名
せ
り
ふ
心
の
垢
を
太
夫
消
し
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

青
田
風
太
き
道
筋
走
り
去
り
　
　
　
　
　
　
　
町
田
市
　
保
髙
　
悦
子

太
く
な
り
白
鷹
山
が
優
勝
だ
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
田
　
久
一

太
陽
が
東
の
空
に
輝
や
い
て
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野
　
村
上
　
桂
造

太
刀
持
ち
が
横
綱
よ
り
も
太
鼓
腹
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

経
験
を
つ
ん
だ
先
輩
い
太
っ
腹
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

身
は
細
く
心
は
太
く
深
呼
吸
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
横
沢
　
直
太

太
陽
と
遊
ん
だ
日
焼
っ
子
夏や
す休
み
明
け
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 太 ―　　�

次回「輪」九月二十五日まで。　「実」十月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
遠
藤
真
弓
で
す
。
梅
雨
も
明

け
、
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

私
は
白
鷹
に
来
て
早
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
始
め
た
畑
も
収
穫

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
自
然
の
恵
み
に

驚
き
な
が
ら
も
感
動
し
て
い
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
な
す
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
、

お
く
ら
…
…
等
々
。
い
ろ
ん
な
方
に

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
試
行
錯
誤

の
連
続
で
す
。

　

協
力
隊
の
活
動
と
し
て
は
、
白
鷹

の
森
や
休
耕
地
な
ど
、
眠
っ
て
い
る

財
産
を
掘
り
起
こ
し
て
何
か
で
き
な

い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
参
考

に
な
れ
ば
と
、
川
西
町
の
森
林
開
墾

イ
ベ
ン
ト
や
大
江
町
の
林
業
女
子
会

な
ど
隣
町
の
活
動
に
参
加
し
、
い
ろ

い
ろ
吸
収
し
て
い
ま
す
。

　

川
西
町
の
森
林
開
墾
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
山
主
さ
ん
か
ら
許
可
を
も
ら
っ

て
植
生
調
査
を
し
、
道
を
開
い
て
休

憩
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
木
を
切
り
倒

し
て
丸
太
の
椅
子
づ
く
り
、
そ
し
て

森
の
中
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
大
江
町

で
毎
月
行
わ
れ
る
「
林
業
女
子
会
」

は
、
山
形
県
内
の
林
業
に
興
味
が
あ

る
女
子
が
集
ま
り
、
お
話
を
し
な
が

ら
森
の
整
備
を
し
て
森
の
中
で
の
遊

び
を
考
え
た
り
、
植
物
を
覚
え
た
り

　眠っている財産を
　皆が楽しめる空間へ

地域おこし協力隊　遠藤真弓

第７回

地域おこし協力隊通信

と
、
楽
し
み
な
が
ら
森
を

知
る
集
ま
り
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
も
大

人
に
と
っ
て
も
、
森
が

も
っ
と
身
近
な
遊
び
場
で

あ
っ
た
り
、
癒
し
空
間
の

よ
う
な
も
の
と
な
り
、
皆

が
笑
顔
に
な
る
楽
し
い
場

所
を
つ
く
り
た
い
で
す
。
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さくらの保育園

　クラスの畑の収穫が始まった頃。

　初めてピーマン 2個を収穫したので、子ども

達と相談し“ピーマン炒め”をする事に。

　そして、給食の時間に保育士が子ども達の前

で調理していた時のこと。

     ～ピーマンおいしいー !? ～

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５- ６１２０

町長交際費町長の主な動静 ８月 ８月

月　日 行　　事　　名

8月 1日
本県選出国会議員との懇談会、 財務省 ・ 林野庁
幹部職員との意見交換会　～ 2 日まで （東京都）

8月 3日
山形県後期高齢者医療広域連合議会定例会

白鷹学講座パート 2 田勢康弘氏講演会

8月 4日
白鷹町老人クラブ連合会女性の会懇談会

おきたま木材乾燥センター株式会社設立式典

8月 5日 県選出国会議員町重要事業要望 （東京都）

8月 6日

置賜総合開発協議会地元選出国会議員要望会

こぶしの家夏まつり

白鷹町産業フェア 2016

第 32 回十王夏まつり

8月 8日
山形県幹部職員との意見交換会

市町村トップセミナー

8月 10日 朝日白鷹両町連絡協議会

8月 11日 近藤鉄雄さんを偲ぶ会

8月 14日 萩野夏まつり

8月 15日 平和祈念事業

月　日 行　　事　　名

8月 15日
白鷹町成人式

白鷹学講座パート 3 「リサイタル＆新成人トーク
ショー」

8月 16日 八乙女八幡神社例大祭

8月 17日 浅立諏訪神社例大祭

8月 19日
山形県消防補償等組合議会定例会

蚕桑地区まちづくり座談会

8月 20日
社会福祉法人白鷹会創立 60 周年及び認定こど
も園開園記念式典

8月 22日 産建文教常任委員会 （協議会）

8月 23日 白鷹町空家等対策協議会

8月 24日
区長会連合会 ・ 衛生組合連合会視察研修　
～ 25 日まで （宮城県）

8月 26日

山形県町村会総務委員会

決算審査報告

定例課長会

8月 29日
西置賜行政組合管理者会

議会運営委員会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
8月 1日 御祝 3,000　 陽光学園夏まつり

8月 8日
御祝 3,312　 こぶしの家夏まつり

香典 5,000　 前監査委員弔慰金

8月 16日 御祝 3,000　 聰明会夏祭り

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

8月 19日
御祝 3,400　 十王夏まつり

御祝 3,400　 萩野夏まつり

8月 31日
御祝 3,300　 八乙女八幡神社例大祭

御祝 3,160　 諏訪神社例大祭

計 27,572　

切り始めると…

「わー 種がいっぱい！」 　「くさい くさい！」（年少）

「うーんピーマンの匂いだー」（年長）

炒め始めると…

「あれー いい匂いになってきた？」（年長）

「なんだかシワシワになってきたよー」（年中）

砂糖と醤油を入れると…

「あっ さっきと匂いがちがう！」（年長）

「あまい匂いだー」「あまい匂いだー」（年長／年少）

「早く食べたーい！」（みんな）

その時Ａくんがフライパンをのぞいて一言…

「せんせい なんだかピーマン輝いているみたいだね！」

（年長）

　油でコーティングされた感じがピカピカ光って、よりお

いしそうに見えたようです。
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地域包括支援センター ℡86-0112

　高齢者世帯における家庭内の事故等を防

止するための事業です。事故等の発生時に

迅速に対応できるネットワークを構築する

ことで、地域での安心した生活を支援し、

住み慣れた地域で安心して暮らせる町づく

りを目的として実施しています。

地域生活あんしん
ネットワーク事業
について

対　象　65歳以上で町民税非課税の一人暮
　　　　らしの方、または高齢者夫婦世帯等
内　容　急病や災害などの緊急時に簡単な操
　　　　作（ボタンを押すだけ）で、受信セ
　　　　ンターに通報する
　　　　ことができる
　　　　器械（右写真）
　　　　を設置します。

利用料　月額 540 円
申込方法　地区担当民生委員・児童委員を通し
　　　　て、申請書を健康福祉課へ提出して
　　　　ください。

緊急通報システムの流れ

豆
くらしの

知識

・あいまいなやり取りに乗じて商品を送りつけ、売買契約が成立したと思い込ませて代金を請求する手口です。

・承諾していないのに一方的に商品が送られてきても、商品を受け取る必要も支払いの義務もありません。

・業者の連絡先が分からないことが多いため、代金を支払ってしまうと、取り戻すことが難しくなります。安易　

　に受け取らないようにしましょう。

【問い合わせ】 

町民生活相談センター

（町民課くらし環境係）

☎８５-６１３１

にご注意を！

vol.59

【
事
例
１
】

【
事
例
２
】

▼ ▼ひとことアドバイス

　留守中に届いた魚の代

金を家族が宅配業者に

払った。しかし、実際に

は誰も注文していなかっ

たので、返金を求めたい。

どうしたらよいか。

　一人暮らしの高齢者の女性

に電話があり「カニが好きか」

と聞かれたので、「はい」と

答えた。後日、頼んでいない

のにもかかわらず代金引換の

宅配便でカニが届いた。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●

?
送りつけ商法?

勧誘されても必要がなければハッキリと断る
ことが大切です！
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21

vol.40The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

健康寿命を延ばすための健康づくり

　健康寿命とは、健康で日常生活が制限されることなく

生活できる期間のことです。日本人の平均寿命は男性

80.21 歳、女性 86.61 歳、健康寿命は男性 71.19 歳、女

性 74.21 歳です※。平均寿命と健康寿命との差（日常生

活に介護や支援が必要な期間）は、男性では約９年、女

性では約 12 年となりますが、健康寿命を延ばし、この

期間をできるだけ短くすることを目指しましょう。

※平均寿命は平成 25 年厚生労働省簡易生命表、健康寿命は健康寿命に

　おける将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に対する研究より

適切な食生活

毎日＋一皿の野菜

いつもの食事に野菜のおか

ずを１つ追加、季節の野菜

をおいしく食卓に取り入れ

ましょう。

禁　煙
たばこの煙をなくす

たばこを吸う人はもちろ

ん、たばこの煙を吸うだけ

で健康を損ないます。たば

この煙のない家庭、地域を

目指しましょう。

質の高い睡眠

しっかり休息をとる

自分に合った睡眠環境で心

地よい睡眠を。朝は決まっ

た時間に起き、朝日を浴び

てしっかり目を覚ましま

しょう。

「健康増進普及月間」です。

１に運動、２に食事

しっかり禁煙、最後にクスリ

～健康寿命の延伸～

適度な運動

毎日＋ 10 分の運動

「いつもよりちょっと歩幅

を大きく」「掃除や買い物

で余計に体を動かす」と

いったことで運動量は増え

ます。

健康診査・がん検診の受診

「健診から始める健康づくり」をお勧めしています。今年度は、

特定健診対象の方に問診票と検査セットを送付し地区の健診を

ご案内したり、健診を受ける 40歳以上の方全員に大腸がん検

診のセットを同封し受診率向上に取り組んでいます。

　しらたか健紅マイレージは、19歳以上で

町に住所を有する方が対象で、４月以降に受

けた健診や健康づくりの活動がポイントにな

ります。ポイントを獲得するための記録票は、

健康福祉センター、各コミュニティセンター

で配布していますので、健康づくりのために

ぜひ活用してください。

●健康づくりの目標の例

ᢃѣƳらžஔƱٸŴ10Ўƣƭឱ៊ǈǛƢ

ųųųųųǔſŴžඹຩཋǛ２᨞ƴƢſ

ʙƳらž９ٸˌᨀŴǫȭȪーƷƋǔǋ

ųųųųųƷƸӝƴしƳいſ

ᅠƳらžᛓ生ଐƔらᅠƢǔſŴžᅠٳ

ųųųųųஹǛӖᚮƢǔſ

ზƳらžଐ６ƴឪƖǔſŴžǔЭƴ

ųųųųųȆȬȓǍǹȞțǛᙸƳいſƳƲ

1
「しらたか健

けんこう

紅マイレージ事業」

　健診の受診や健康づくりがポイントにな

り、50ポイント貯まるとお得な特典が受け

られます。健診受診では 20ポイント、がん

検診は 10ポイント、人間ドックは 30ポイ

ント、健康づくりの目標をたてて記録票に記

入すると 10ポイント、目標に取り組んで達

成したら１日につき２ポイント（最大 20ポ

イント）が貯まります。

４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション４つのアクション＋１＋１＋１

定期的に健康診査・がん検診を受診し

て自分の健康状態を知り、その上で４

つのアクションに取り組みましょう。

９月は

２

３ ４

定期的に健康診査・がん検診を受診し

定期的に健康診査・がん検診を受診し

定期的に健康診査・がん検診を受診し

＋1

健康づくりを楽しもう！

目標は具体的で取り組み

やすいものを！
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

秋の交通安全県民運動
期間：９月 21 日（水）～ 30 日（金）
30 日（金）は「交通事故死ゼロを目指す日」
23 日（金）及び 30 日（金）は「交通安全街頭指導強化の日」

①子どもと高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事
　故防止（とくに反射材用品等の着用の推進及び自
　転車前照灯の点灯の徹底）
③後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチ
　ャイルドシートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶
⑤道路横断時・交差点における交通事故防止（歩行
　者保護意識の徹底）

運動の重点

歩行者安全ポイント

・「16時～ 18時は要注意」交通事故多発時間帯 !

・「運転手は自分に気づいているだろう」の思い込

　みは禁物 !

・「夜光反射材＋明るい服装」は効果絶大 !

・「見せる安全」を心がけて交通事故防止！

詐
欺
に
注
意
！

あらゆる人物になりすましてダマす

「電話七変化詐欺」が多発しています。

電話で「お金の話」があれば詐欺かもしれません。「ATMで振り込んで」

「宅配便で現金送れ」「現金を受け取りに行くから」は詐欺の手口です。

疑わしい電話がかかってきたときは、慌てずにご相談ください。

【警察相談専用電話】　＃ 9110

日没が早まる秋以降は、夕暮れから夜間にかけて

重大な交通事故の多発が心配される時期です！

自転車利用者安全ポイント

・「車両である」の意識徹底と交通ルールの遵守

・「夕暮れ時の事故防止」早めにライト点灯 !

・「夜の安全」利用は控える

運転者安全ポイント

・「早めのヘッドライト点灯」で自車の存在を周り

　にアピール !

・「ハイビーム（前照灯の上向き）活用」で安全運転 !

・「ヘッドライトの切り替えこまめに」事故防止 !

・「道路横断者がいる時」一時停止して安全に横断

　させる。

・「子どもや高齢者等」とくに優しさと思いやり運

　転を !

・「ながら運転禁物 !」ハンドル握ったら前をよくみ

　て運転に集中 !

《
婚
活
応
援
室
》

　
　○

９
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

９
月
��
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
８
時

○
10
月
の
開
催
日

　

�0
月
��
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
�6

－

０
２
１
２

１
位
　
船
山
嘉
美
　
七
段
（
鮎
　
貝
）

２
位
　
平
吹
晴
彦
　
六
段
（
南
陽
市
）

３
位
　
大
滝
俊
彦
　
七
段
（
中
　
山
）

４
位
　
加
藤
泰
浩
　
七
段
（
高
畠
町
）

５
位
　
柳
澤
　
馨
　
六
段
（
米
沢
市
）

６
位
　
加
地
正
幸
　
五
段
（
高
畠
町
）

第
29
期
十
王
囲
碁
名
人
戦

８
月
11
日

十
王
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

各
種
大
会
等
の
結
果
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１０月までの休館日
9/12（月）・20（火）・26（月）
10/3（月）・11（火）・17（月）・24（月）・31（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ˞夜間のご予がある
場合は午後１０時まで（ Ϊャラリーをআく）。

子
育
て
マ
マ
支
援

● 

大
山 

顕 

工
場
・
団
地
・

　
　      

土
木
構
造
物 

写
真
展 

大
山  

顕  

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

▼
い
　
つ
　
10
月
10
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
1
時
30
分
開
演
（
午
後
1

　
時
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般  

2
5
0
0
円

　
高
校
生
以
下  

１
5
0
0
円

　（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

▼
定
　
員
　
2
0
0
名

▼
チ
ケ
ッ
ト   

あ
ゆ
ー
む
、

　
中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
あ
ゆ
ー
む

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

　
桂
吉
弥
さ
ん
本
町
5
度
目
の
公

演
。ま
す
ま
す
円
熟
味
を
増
し
て
関

西
落
語
の
次
代
を
背
負
っ
て
立
つ

存
在
に
。前
座
を
つ
と
め
る

弥
っ
こ
さ
ん
も
２
度
目
の

来
町
。

▲琴鼓'n管 

●

▼
い
　
つ
　
10
月
1
日
（
土
）

  ﹇
開
場
﹈午
後
４
時
４５
分
〜
７
時

  ﹇
点
灯
﹈日
没
頃（
午
後
５
時
過
ぎ
）

  ﹇
館
内
の
消
灯
﹈午
後
5
〜
7
時

  ﹇
演
奏
﹈午
後
5
時
30
分
〜
6
時

▼
ど
こ
で
　
交
流
広
場
（
芝
生
）

　※

雨
天
時
は
ロ
ビ
ー

▼
演
　
奏
　
月
の
カ
ケ
ラ
（
ア
コ
ー

　
デ
ィ
オ
ン
と
ギ
タ
ー
）

▼
入
場
料
　
無
料

　
8
月
19
日
、20
日
に
開
催
し
た

「
深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠
を
つ
く
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の
参
加
者
作

品
に
ろ
う
そ
く
を
灯
し
ま
す
。演

奏
を
聴
き
な
が
ら
、ミ
ニ
灯
籠
の

明
か
り
を
ゆ
っ
た
り
な
が
め
ま

し
ょ
う
。飲
み
物
の
ふ
る
ま
い
も
。

●
ゆ
ら
め
き
音
楽
会

深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠 

点
灯
コ
ン
サ
ー
ト

vol.

84

 
琴
鼓 

’n 
管
ラ
イ
ブ

キ
ン  

コ　

ン 

カ
ン

　
な
ぜ
工
場
や
団
地
を
好
み
、
撮
影

す
る
の
か
。
情
熱
的
に
、
時
に
は
ハ
ッ

と
す
る
よ
う
な
切
り
口
で
魅
力
を
語

り
ま
す
。˞

入
場
無
料
、
た
だ
し
当

日
の
観
覧
券
が
必
要
。
申
込
不
要
。

10
月
22
日（
土
）午
後
２
時
よ
り

　
2
0
1
0
年
結
成
。

　
2
0
1
2
年
、
N
H
K 

E
テ
レ

「
大
！
天
才
て
れ
び
く
ん
」
に
て
、
テ
レ

ビ
戦
士
が
歌
う
楽
曲
「
パ
タ
タ
ピ
テ
ポ

タ
ツ
ピ
テ
」
を
制
作
、
演
奏
。

　
2
0
1
3
年
、
1
st
ア
ル
バ
ム

「
k
i
n 

k
o
n 
k
a
n
」
発
表
。

　
2
0
1
5
年
、
N
H
K 

E
テ
レ
「
デ

ザ
イ
ン
の
梅
干
」
で
は
番
組
内
B
G
M

に
、
ア
ル
バ
ム
の
ほ
と
ん
ど
の
曲
が
使

用
さ
れ
た
。

　
2
0
1
6
年
、
2
nd
ア
ル
バ
ム
発
表
。

　
家
族
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

親
子
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

▼
い
　
つ
　
10
月
15
日（
土
）

　
午
後
2
時
30
分
開
演 

約
1
時
間

　（
午
後
2
時
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
人  

5
0
0
円（
0
才
〜
大
人
）

琴
鼓
’n 

管
　

河
村
尚
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

落
語
会

（
日
）

ひ
さ
　
こ

11
6

午後２時
開　ԋ

（
左
か
ら
）
マ
リ
ン
バ
、
ド
ラ
ム
、
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
、

ス
ー
ザ
フ
ォ
ン
、
サ
ッ
ク
ス
、
チ
ャ
ン
ゴ
（
韓
国
太
鼓
）

◆
定
　
員
　
い
ず
れ
も
2
0
0
人

◆
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

◆
チ
ケ
ッ
ト
　
あ
ゆ
ー
む
、中
央
公

　
民
館 

ほ
か ▼

い
　
つ

　
10
月
15
日（
土
）

　
午
後
6
時
開
演 

　
　
　
　   

約
2
時
間

　
　
　
　  

（
午
後
5
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般   

　
　
　
　   

2
5
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　     

1
5
0
0
円

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

▼
い
　
つ
　
9
月
2
日
（
金
）〜
10

　
月
23
日
（
日
）午
前
9
時
〜
午
後

　
7
時

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人 

5
0
0
円  

　
大
学
生
・
高
校
生  

　
2
0
0
円

　
中
学
生
以
下 

　
　
　
　
　
無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

※

大
学
生
以
下
の
か
た
は
学
生
証
・
生

徒
手
帳
を
ご
提
示
く
だ
さ
い

　

様
々
な
シ
ー
ン
で
活
躍
す
る
精
鋭
ぞ

ろ
い
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
異
色
バ
ン
ド

の
登
場
で
す
。
昼
・
夜
と
趣
向
を
変
え

た
2
つ
の
公
演
を
お
届
け
し
ま
す
。
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ᗈ 

࿌

　

置
賜
葉
山「
や
ま
が
た
百
名
山
」
　

　

選
定
記
念
登
山

　

西
山
の
さ
ま
ざ
ま
な
隠
れ
た
歴
史

を
探
求
し
な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
眺

め
と
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
葉
山
に
登
っ

て
み
ま
せ
ん
か

▼
い
つ　

９
月
�5
日
（
日
）

　

午
前
７
時
出
発

▼
集
合
場
所　

上
の
台
公
園

▼
持
ち
物　

登
山
の
服
装
、
昼
食
、

雨
具
、
飲
み
物
等

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料

等
）

▼
申
込
期
限　

９
月
��
日
（
土
）

▼
主
催　

西
山
を
愛
す
る
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

金
田
捷
夫　

☎
�5

－

０
７
１
６

　

平
成
28
年
度
「
希
望
が
丘
祭
」

▼
テ
ー
マ　

「
笑
顔
満
祭
（
え
が
お

ま
ん
さ
い
）」

▼
い
つ　

�0
月
１
日
（
土
）

　

午
前
９
時
50
分
～
午
後
３
時
�0
分

▼
ど
こ
で　

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

体
育
館
及
び
周
辺

▼
内
容　

「
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
」
コ
ン
サ

ー
ト
、
こ
ぶ
し
一
座
公
演
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が

丘
ひ
め
ゆ
り
寮　
　

高
橋

☎
０
２
３
８

－

46

－

３
１
０
２　

　

白
鷹
町
民
登
山

　

紅
葉
の
頭
殿
山
へ
登
ろ
う

▼
い
つ　

�0
月
９
日
（
日
）

　

午
前
８
時
集
合

※
悪
天
候
時
中
止

▼
集
合
場
所　

黒
鴨　

黒
鴨
橋

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料
水
、

防
寒
具
（
必
携
）

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
代
・

保
険
料
）

▼
申
込
締
切　

�0
月
５
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
山
岳
会
事
務
局

伊
藤　

☎
�5

－

４
２
７
６

舩
山　

☎
�5

－

０
１
７
７

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

の
ご
案
内

「
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

　

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」

▼
い
つ　

９
月
��
日
（
日
）

　

午
前
８
時
�0
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場

▼
コ
ー
ス　

菖
蒲
散
策
コ
ー
ス
（
約

６
キ
ロ
コ
ー
ス
）

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
お
や
つ
、
雨

具
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０　

▼
募
集
戸
数　

２
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
５
０
０
円
～
３
万
６
４
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

�0
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

９
月
��
日
（
月
）
～

９
月
��
日
（
金
）
ま
で

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法　

平
成
��
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
��
年
度
所
得

証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所
得
の

わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票
謄
本
、
個

人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
申
込
者
の
要
件
に

よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
�5

－

６
１
４
０

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
ぶ
し
」

　

職
員
募
集

　

ソ
フ
ト
小
村
の
一
画
に
��
月
開
所

予
定
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種�

（
若
干
名
）

・
生
活
支
援
員
（
相
談
や
支
援
）　

・
世
話
人
（
食
事
つ
く
り
や
介
護
）

・
夜
間
支
援
員
（
宿
直
や
支
援
）

▼
募
集
期
間　

９
月
�0
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所　

こ
ぶ
し
の
家　

佐
藤

・
竹
田　

☎
�5
―
５
６
６
０

催
　
し   nformation

　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５- ２１１１

募
　
集

お
し
ら
せ
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町
の
が
ん
検
診
は
��
月
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
申
し
込
み
を
し
て

い
な
い
方
は
お
電
話
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係　

☎
�6

－

０
２
１
０
　

東
北
ろ
う
き
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の
教

育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県
内
に

就
職
ŋ
就
業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以

降
の
利
子
に
対
し
て
、
元
金
３
０
０

万
円
を
限
度
に
教
育
基
金
協
会
か
ら

年
２
・
０
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
使
い
み
ち　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
等
の
学
資
金
、
住
居

・
生
活
資
金
な
ど

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
２
・
５
０
％
～
３
・
６
５
％

▼
融
資
期
間　

最
長
�0
年

※
在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を
最

長
６
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
間
は
ご
利
息
の
み
の
ご
返

済
と
な
り
ま
す
。

▼
保
証
料

　

団
体
会
員　
　
　

年
０
・
７
％

　

団
体
会
員
以
外　

年
１
・
２
０
％

白
鷹
な
で
し
こ
カ
ッ
プ
２
０
１
６

　

町
内
外
か
ら
�0
チ
ー
ム
の
小
学
生

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
集
結
！

〝
な
で
し
こ
〟
た
ち
の
熱
き
ゲ
ー
ム

を
ど
う
ぞ
応
援
く
だ
さ
い
。
豚
汁
ふ

る
ま
い
も
あ
り
ま
す
（
数
量
限
定
）。

▼
い
つ　

�0
月
１
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
�0
分

▼
ど
こ
で　

東
陽
の
里
公
園
東
陽
グ

ラ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ　

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た

か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」

☎
��
―
８
９
８
８

　

９
月
は
が
ん
制
圧
月
間
で
す

　

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
第
�
位
で

す
。
国
民
の
�
人
に
�
人
が
が
ん
に

か
か
り
、
�
人
に
�
人
が
が
ん
で
亡

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

は
怖
い
病
気
で
す
が
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
予
防
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
初

期
段
階
の
が
ん
を
発
見
し
、
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
と
同
様
に
、
が

ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
を

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
し
ら
せ

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低
利

で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

��

自
動
車
、
家
電
の
購
入
、
教
育
資

金
、
医
療
費
な
ど
、
生
活
資
金
全
般

に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者
の

　

方
、
ま
た
は
白
鷹
町
勤
労
者
互
助

　

会
の
会
員
の
方

②
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職
場

　

に
融
資
制
度
の
な
い
方

▼
融
資
額
及
び
期
間
等

○
生
活
資
金
（
生
活
資
金
・
耐
久
消

　

費
財
購
入
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円�

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内�

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
３
・
２
～
３
・
７
％

○
教
育
資
金（
教
育
資
金
、
授
業
料
等
）�

▼
融
資
限
度
額　

３
０
０
万
円�

▼
融
資
期
間　

�0
年
以
内�

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
２
・
２
～
２
・
７
％

○
福
祉
資
金
（
出
産
、
育
児
、
災
害

　

復
旧
資
金
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円�

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内�

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
１
・
９
～
２
・
４
％

○
自
動
車
資
金
（
自
動
車
購
入
資
金
、

　

自
動
車
に
関
す
る
資
金
）

▼
融
資
限
度
額　

２
０
０
万
円�

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
２
・
３
～
２
・
８
％

※
「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」

は
町
よ
り
年
１
・
０
％
の
利
子
補
給

が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」
以

外
の
方
は
年
０
・
３
％
の
利
子
補
給

と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
�4

－

１
１
０
０

　

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
の

　

診
療
相
談
会

▼
い
つ　

�0
月
４
日
（
火
）

　

午
後
１
時
�0
分
～
３
時
�0
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁　

２
階

講
堂

▼
内
容　

講
演
会
と
座
談
会

【
講
師
】
佐
藤
紘
子　

氏
（
山
形
大

学
医
学
部
附
属
病
院　

第
一
内
科
）

【
演
題
】
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

▼
対
象　

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
治
療
中
の
方
と
そ
の
ご
家
族
等

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

９
月
�6
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課
保
険

支
援
担
当

☎
０
２
３
８

－

��

－

３
２
０
５

ᗈ 

࿌看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

●23　　 広報しらたか　2016. ９.12



�白鷹
町
総
合
型
地
域�

�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信�

Vol.ộổ 



ό



␗

⏭

⏙

⏅
ಏ
⎊
⎵
⍹
Ẃ 

�
ၥ
厦
ྜ
䜟
厽
呍⏦
厹
㎸
叠

叐
去
叚
叇

ົ
ᒁ
叟
又
䘊 

◎
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル㻌

毎
週
木
曜
日㻌

初
心
者
コ
ー
ス
午
後
６
時
30
分
～㻌

中
級
者
コ
ー
ス
午
後
７
時
30
分
～㻌

㻌
㻌

中
央
公
民
館
大
会
議
室㻌

（
第
4
木
曜
は
中
級
者
の
み
で㻌

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）㻌

【
܇
̓
Ӽ
⎄

ܴ
】㻌

◎
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ㻌

第
１
、
３
水
曜
日
サ
ッ
カ
ー㻌

㻌
㻌

紬
パ
ー
ク㻌

第
２
、
４
水
曜
日
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ㻌

㻌
㻌

白
鷹
中
体
育
館㻌

午
後
７
時
３
０
分
～㻌

◎
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ㻌

毎
週
月
、
水
曜
日㻌

午
後
６
時
30
分
～㻌

㻌㻌
㻌

荒
砥
小
グ
ラ
ウ
ン
ド㻌

◎
キ
ッ
ズ
・
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー㻌

毎
週
月
曜
日㻌

午
後
６
時
30
分
～㻌

㻌
㻌

東
陽
グ
ラ
ン
ド㻌

（
雨
天
時
：
東
根
小
体
育
館
）㻌

���
�

�
�

�
�

�
�

�

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ�

ゆめスポしらたか�

「ZK＊<h
ロ ッ ク

」会長㻌 岡田㻌 明�

� � ;白鷹町武道館内Ϳ 
ƚĞů͘ϴϳ-ϴϵϴϴ   
�-ŵĂŝů   ƌŽŬŬƵΛƐŐŝĐ͘ũƉ 
ホームページ  
「ゆめスポ�

しらたか」�

で検索。または、�

ṿ
λ
˟
Ѫ
ᨼ
ὲ 

 

࠰
˟
ᝲ
⍿
Ҟ
᫇
⎞ 

 

１０
月
１
日
以
降
の
入
会
は
、
年
会

費
が
半
額
（個
人
１
，
２
５
０
円
、
家
族

セ
ッ
ト
２
，
０
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。㻌

㻌

健
康
の
た
め
・
体
力
向
上
の
た

め
・
仲
間
と
楽
し
く
・
色
々
な
ス

ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
等
々
気
軽
に
、

楽
し
く
始
め
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。㻌

㻌

９
月
は
、
ど
の
教
室
も
体
験
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
試

し
く
だ
さ
い
。㻌

※
前
記
、
年
会
費
の
他
、
各
教
室

ご
と
の
参
加
費
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
料
と
事
務
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
他
、
詳
し
く
は
事
務
局
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。㻌

【
ٻ
ʴ
⍥
⏡
⏵
⏌
Ӽ
⎄

ܴ
】㻌

◎
Ｒ
Ｏ*

Ｋ
Ｕ
け
ん
こ
う
塾㻌

毎
週
火
曜
日㻌

午
前
１０
時
～㻌

㻌
㻌

中
央
公
民
館㻌

い
こ
い
の
間㻌

◎
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室㻌

毎
週
金
曜
日㻌

・
昼
コ
ー
ス㻌

午
後
２
時
～㻌

・
夜
コ
ー
ス㻌

午
後
７
時
30
分
～㻌

㻌
㻌

中
央
公
民
館
大
会
議
室㻌

◎
ヨ
ガ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室㻌

第
２
、
４
月
曜
日㻌㻌㻌㻌

午
後
７
時
30
分
～㻌

㻌㻌
㻌

東
陽
ホ
ー
ル㻌
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【 8/1 ～ 8/31 届出】

住 所 父母の名 子の名

ߕߥ ਫࢤ ढ़ී 瑠
る

　夏
か

ࢠ

े　Ԧ ߹ ਖ਼හ 那
な

　瑠
る

णࢬ

口　ࢁ ย ࿕ 聖
せ

　心
な

真ඒ

൞　౻ ؔ 人 ひまり真ಸඒ

҂　 ᖒࠇ ଠ 結
ゆ

　衣
い

ඒل

ߕߥ প و 律
りつ

　貴
き

Ն࣮

�ॅ�ॴ　　���　ࢯ　໊������齢
高　ۄ　��佐　藤　爲　雄　 ��
ઙ　立　��沼　澤　　一　　 �4
Ե　��安　部　あさよ 　�6ߥ
҂　　��山　口　茂　雄 　6�
҂　　��葊　居　晃太郎 　�6
൞　౻��　中　島　格太郎　 �5
े　Ԧ　��小　関　光　夫 　�6
൞　౻　��衣　袋　ち　よ 　�4
��　 口　��中　川　み　や　ࢁ
ઙ　立　��小　形　安　弘 　��
��　　 ��金　田　　誠　ߕߥ
ԣా৲　��小　林　昭　二　���
ຳా　��小　口　貞　子 　�6
ຳా　��後　藤　茂　夫 　��
த　ࢁ　��吉　田　榮次郎 　��
े　Ԧ　��守　屋　としゑ 　��
҂　　��宮　城　ヨシ子 　�5
口　��中　川　　満 　　�5　ࢁ
��　 　��新　野　吉　男　
൞　౻　��衣　袋　よ　ね�　��
ԣా৲　��丸　川　啓　次�　�5
൞　౻　��　　地　新　市 　�5
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劤

齋藤 亨将さん

（鮎貝）

心も体も強くなり

故郷に錦を飾りたい

「今年で入門から６年が経ち、 身長も伸びて順調に太っています （笑）」

　大相撲力士 “白鷹山” として活躍している亨将さんは、 新成人の一人とし

て、 ビデオメッセージという形でふるさとの仲間たちと成人を迎えました。

　小さい頃は、 夢や目標が全くなかったという亨将さん。 しかし、 父の勧め

と高田川親方の熱烈な勧誘により、 相撲界への入門を決心したと話します。

それから６年、 新成人として新たなスタートを切るにあたり、 「今までは私生

活の面でやや難があったのですが、 今後は成人としてしっかりと自己管理が

できるようになりたいです」 と話し、 続けて 「磨けば光るところが自分の売り

だと思っています。 これから自分自身にさらに磨きをかけ、 心も体も強くなっ

て、 故郷しらたかに錦を飾ることが将来の目標です」 と言葉に自信を込めて

白鷹山としての決意を述べました。

わたしの

夢

ご結婚おめでとう

—
—
—

�ॴॅ�　　　　　໊　ࢯ�　　

工　藤　逸　政　�　ߥԵ
鈴　木　真由美�　　ೆཅࢢ
鈴　木　雄　大　�　҂　
原　澤　　愛　�　　ถࢢ
岡　崎　　勝　�　　൞　౻
鈴　木　由美子　�　൞　౻

表紙の写真
　８月 28 日に行われた白鷹中学校大

運動会。前日の雨の影響でグラウン

ドのコンディションが心配されました

が、生徒たちは練習の成果を存分に発

揮。どの競技でも白熱した戦いが繰り

広げられました。また、運動会の目玉

の一つである応援合戦では、それぞれ

の組が組頭や応援団長を中心に一致団

結。息の合った動きと声がかれるほど

の大きな声で、観覧に訪れていた保護

者や地域の方々に感動を与えました。

　熱戦の結果は、優勝が赤組、準優勝

が白組、応援賞が白組、活動賞が赤組。

中には、さまざまな感情がこみ上げて

涙する生徒の姿も。朝は灰色の雲にお

おわれていた空も、運動会終了後には、

生徒たちの気持ちを表すかのような青

空に変わっていました。
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作り方

① 野菜を下処理し、ひと口大に乱切

　 りにしていく。（ささぎは半分に斜

   め切り）

② なすはすぐ水にさらして 10 分程度

   あく抜きをする。じゃがいもは火

   が通りにくいので、浸るくらいの

   水を加えて先に煮ておく。

③ 塩クジラは千切りの要領で細く切

   り、熱湯をかけ脂抜きをする。

④ ①②③を鍋に入れ煮ていく。火が

 　通り、やわらかくなったら味噌を

　 入れて味を調える。

イルカ汁

地域おこし協力隊

澤邊 聖さん

〒
9
9
2
-
0
8
9
2
 
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
8
3
3
　
 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
:
 
http://www.town.shirataka.lg.jp 

　
☎
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
1
1
 
 
[
F
A
X
]
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
2
8
　
　
　
　
　
　
　
 
 
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

材料（約５人分）

　イルカ（塩クジラ）ʜʜ200㌘
　じゃがいもʜʜʜʜʜʜ��２個

　ささぎʜʜʜʜʜʜʜʜ�20枚
　きゅうりʜʜʜʜʜʜʜ ３本

　ĂǏƏƕƓưǋ᳅

　なすʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ２本

　味噌ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 適量

地域おこし協力隊が見つけた、

しらたかの旬の“うまい”をご紹介。

地元の食材で作ることのできる味を、

皆さんのご家庭でもぜひどうぞ。

教えていただいた人

布施千代子さん（中山）

今月の旬

「ささぎ」

白鷹町 （山形県）
https://www.facebook.com/town.shirataka/

いいね！

しらたか
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